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名，非偏位側側方歯に連続した鋏状咬合が 1名に
みられた．不一致群の側方歯は，両側交叉咬合 1
名，交叉咬合なし 4名であった．
正面セファログラムでは，一致群の上顎骨幅と
下顎骨幅が共に偏位側が非偏位側に比べ有意に大
きく，不一致群では，偏位側と非偏位側の間に有
意差はみられなかった .また，下顎メントン偏位
量と下顎骨幅径の偏位側と非偏位側の差は，一致
群が不一致群に比べ有意に大きい値を示した．
主機能部位の歯の位置は，上顎では一致群では
偏位側，非偏位側ともに第一大臼歯が 6 名
（75.0％）と最も多く，不一致群でも偏位側，非
偏位側ともに第一大臼歯が 4名（80.0％）と最も
多くみられた．下顎では，一致群において偏位側
では第一大臼歯が 5名（62.5％），非偏位側では
第二大臼歯 5名（62.5％）と最も多く，不一致群
では偏位側は第一大臼歯に 5名（100.0％），非偏
位側でも第一大臼歯に 4名（80.0％）と第一大臼
歯に最も多くみられた．
主機能部位の座標解析では，一致群では上顎水
平方向では偏位側が非偏位側に比べ有意に頬側に
位置し，下顎では偏位側が非偏位側に比べ有意に
舌側に位置した．一方不一致群では，上下顎骨の
偏位側と非偏位側の比較で前後方向水平方向とも
に有意差はなかった．
咬頭傾斜角は，一致群では偏位側の上顎第一大
臼歯が非偏位側に比べ有意に頬側傾斜し，偏位側
の下顎第一大臼歯は非偏位側に比べ有意に舌側傾
斜が示された．不一致群の咬頭傾斜角は，偏位側
と非偏位側の間に有意差はみられなかった．
偏位症例では偏位側で交叉咬合を示し，咬合力
と咬合接触面積は，偏位側が非偏位側よりも有意
に大きいことが報告されている．すなわち，一致
群では咬合接触面積が大きく咬みやすいために主
機能部位が偏位側に存在し，より偏位側で咬合す
ることで，下顎骨偏位側咬筋付着部の骨形成が促
進され，偏位側下顎骨幅径が増加している可能性
が推察された．また，混合歯列期に上顎歯列弓幅
径が狭く，上顎と下顎の臼歯の咬頭と咬頭が早期
接触し，機能的に横方向に偏位して機能性交叉咬
合となり，成長期に骨格性下顎偏位に移行するこ
とが多いと報告されている．従って，成長期の片
側性の連続した交叉咬合症例は早期に改善して，
下顎骨の偏位側での習慣性咀嚼と臼歯部の咬頭傾
斜角度の増加を防止することが重要と考えられ
た．
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